


序　　　　　文

　日本国政府は、エル・サルヴァドル共和国政府の要請に基づき、同国のラ・ウニオン県港湾再

活性化計画連携詳細設計調査を実施することを決定し、国際協力事業団がこの調査を実施するこ

とといたしました。

　当事業団は、本格調査に先立ち、本件調査を円滑かつ効率的に進めるため、平成 13年３月 11

日から３月 26 日までの 16 日間にわたり、国際協力事業団社会開発調査部社会開発調査第一課

課長代理　熊谷英範を団長とする事前調査団（Ｓ／Ｗ協議）を現地に派遣しました。

　調査団は本件の背景を確認するとともに、エル・サルヴァドル共和国政府の意向を聴取し、か

つ、現地踏査の結果を踏まえ、本格調査に関する実施細則（Ｓ／Ｗ）に署名しました。

　本報告書は、今回の調査を取りまとめるとともに、引き続き実施を予定している本格調査に資

するためのものです。

　終わりに、調査にご協力とご支援を頂いた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。

　平成 13 年６月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際協力事業団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事　　泉　堅二郎
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